
水淳性ポリマ「の生態毒性について   

米国TSCA（TbxicSubstances・ControIAct）・では∴琴造前屈出伊MN）を免除するポ  

リマ→の要件を定めているが、このポリマー免療の設定基準についてはⅧco妬血  

Asse8Snent。f PO工だMER（S七rategies fbr Product Stewardship and Regulatory  
Pm如」（1997）において示されているところである。   

こわ中で、水溶性ポリマーの生態毒性について軋ポリマーの繕っ電荷によって評価を  

行うことが可能である上され、以下のとおり整理されている。  

備 考   電荷の笹類   生榛毒性 

（ナ般論）   

カチオン性l  高い   米国TSCAセは免除対象から除外されてI、る。 

アニオン性  中程度 ’   ・・P。1血matieacids）（スルホン酸、カルポン故による  

もの）の多く軋水生生物に中程度の毒性を示し、そ  

の作用機作は不明。  

・加1y（叫血抽aci由）は壷類にゐみ中程度の毒性を示  

すが、その作用は水中の必頭金鱒をキレートすること  

による 

ことなどで毒性を打ち消すことができる。   

非イオン性・  低い   非イオン性ポリマーは一般には毒性は弱いが、産直蓮堂  

作用のあるものは水生生物に有毒。   

両性イオン  カチオン・ア  両性イオン性ポリマ－の毒畦は‘、正電荷密度とカチオ   

性   ニオン比率  

によ 



既存の第一種特定化学物質に関する毒性評価一覧  

物質名  未○り塩化ヒ◆フェニル（PCB）   木○り塩化ナフタレン   ヘキサクロロヘ●ンセ■ン   7ルト■リン   デルト●リン   エントーリン   DDT   クロ析◆ン（タロルデン類）   ヘアタクロル（タロルデン類）   ヒ■ス（トけテルスス●）＝オキシトー   

指定年月日   S4g．6．7   S54．8．14   S54．8，14   S56．1D．2   S56．10．2   S56．10．2   S56．10．2   S61．9．17   S61．9，17   Hl．12．27   

慢性毒性  【マウス］  ［ラット 混餌］   ［ラット 混餌］   ［マウス 経口］   ［ラット 混餌］   ［ラット 経口］  

100ppm 肝重量増加  肝細胞の壊死、変性等、  雄50ppm，雌25ppm以上  400ppm以上で神経症  12．5ppmでGOT，GPTの  45ppmで肝障害と認め  3～12mg／kgで胸腺重量低  
問質の線維化等の肝障   で死亡率の上昇   状、用量相関性のあ  異常   られる肝細胞の組織  下。  
臼 日  50ppm以上で外部刺激  る死亡率の上昇   5，12．5ppmで肝腫大、  学的変化   6mg／kg以上で副腎重量の増  
肝硬変様の非可逆的変  に対する感受性の冗  すべての投与群（100  放で肝細胞変性、壊死  ［ラット 経口］   加  
化の可能性  進、時に痙攣  ～800ppm）で肝障害  ［ラット混餌］  

25ppm以上の死亡動物  80mg／kgで貧血症状、甲状腺  
には脳、肝、腎及び  は肝細胞壊死  甲状腺への影響   重量の低下  
副腎に、50ppm以上の  ［イヌ経口］  100ppm以上で出血傾向胸腺  
生存動物には肝臓  15，30ppmでTTT，AIpの  相対重量減少、副腎相対重  
に、それぞれ満濃性  異常、用量依存の肝  量の増加  ′   
変性  重量増加  300ppmで死亡率増加、るい  

30ppmで肝相対重量増  痩、貧血症状  
加と肝細胞の変化  50ppmで体重減少、貧血症  
他に甲状腺への影響   状、甲状腺重量減少、副腎  

重量増加、リンハ○球減少等  
25ppm以上で体重増加抑制、  
出血傾向、血液凝眉時間の  
延長  
80ppmでリンハ○球数減少、胸腺  
重量減少、血清IgGの減少と  
lgMの増加  

生殖能及び  ［ラット］  ［ラット混餌］  

後世代に及  妊娠率低下、児動  0．24ppm以上で妊娠率  
ぽす影響   物生存率及び体重  低下  

の低下  

催奇形性  ［ラット混餌］  ［ラット混餌］  ［ラット経口］  
50ppm催奇形作用認め  0．08ppmで児動物に脳  11．7mg／kg以上で母動物の体  

ず  浮腫や水頭などの病  重増加抑制、児動物の口蓋  
理所見  裂や骨格形態異常の発生頻  

度増加  
［ラット経口コ  

10mg／kgで母動物体重増加抑  
制、一腹児数減少、出生児成  
長抑制、児動物の膣開口遅  
延、脳重量低下等  

［マウス］  

胎児前肢芽培養液中への添  
加で発育阻害作用  
催奇形性とは断定不可   

がん原性  ［ラット 混餌］  【ハムスター混餌］  ［マウス雄混餌】  ［マウス雄混餌］  ［マウス 混餌］   ［マウス］   ［マウス］   ［ラット 混餌］  

154～616p叩肝良性  50ppm肝、血管、  4，8ppm用量相関  2．5，5ppm用量相関性  雄2ppm，雌10ppm以上  肝腫瘍の発生増加   肝腫瘍の発生増加   0．5～50ppmで下垂体腺腫、副  
腫瘍  甲状腺等への腫瘍  性のある肝腫瘍  のある肝腫瘍  で肝腫瘍   ［ラット］   ［ラット］   腎褐色細胞腫・上皮小体腺  

プロモーター作用有   プロトクー作用有  ［ラット］  催腫瘍性認めず催腫  
500ppmで肝腫瘍アロト  
クー作用有  至らず   至らず   用量相関認めず）   

生体内運命  ［マウス経口］  ヒト体内でDDEに変化  

100ルg／day  して長期間残留  遅く、動物体内に蓄  
4ケ月で150J⊥g程度  DDEの250ppm混餌投与  でに約70％が糞便中に排  

蓄積  で肝腫瘍   な誘導   この化合物の排泄は  
遅く、脂肪組織等に  
蓄積   肝、腎に多く分布。脂肪、脳  

にも分布  
血祭中濃度は低い  
血中半減期：14時間  
脳中半減期：6．6日   

変異原性  プロモーター試験H  プロモーター試験H  Åmes，染色体，小核で一部  
Åmes，染色体：弱い回   染色体：弱いH  （＋）。弱い変異原性   

その他  PCB混入食用油の摂取  ヘキサクロロへ◆ンセ●ンにて   エント●リン汚染小麦粉原   ヒトで嘔吐、痙撃等の急  ヘアタタロルはクルデンの－  ミト］ンドリアでの酸化的リン酸化  

により 眼脂の増  殺菌した種子用小  料の∧○ン摂取で悪心、  性中毒症状シスタロルデ  成分。毒性データもクロル  の阻害等と推定  

加、爪の変色、嘔吐  麦の誤食により、  嘔吐、頭痛、腹部不快  ン、トランスクロルテン、へフ○タ  皮膚等に刺激作用  

等  晩発性皮膚ホ○ルフィリ  感、痙撃、意識喪失等  タロル、ノナクル等を含む  トリフ●テルスス■化合物はヒト赤血球  

ン症の発症  含量：48～1807ppm  混合物  を斉血  

ADl  5FLg／kg／day  0．1〝g／kg／day   0．1LLg／kg／day  0．2ルg／kg／day  5〃．g／kg／day  1J⊥g／kg／day   0．5什g／kg／day  



既存の第一種特定化学物質に関する毒性評価一覧  （続）  

物質名   N，N′－シ●トルーP－フェニレンシ●アミン  2．4，6－トリーtert－フ◆テルフェノール   トキサフェン   マイレックス   2，2，2一トリクロロー1，1－ビス  
N－トルーN′－キシルーP－フェニレンシ◆アミン  （4－クロロフェニル）エタ  ジエン   リアゾールー2－イル）－4，  

軋N′－シ◆キシリルーP－フェニレンシ●アミン  ノール（別名ケルセン又は   6－ジーtert－プチルフ   
ジコホル）   ェノール   

指定年月日   Hほ6．7   H12. 8. 1444 日14・g・4   H14．9．4   H17．4．1   H17・4・1   H19．10．31   

慢性毒性  ［マウス］   

0．02％以上で   
［ラット］   マウス 経口］   ［ラット 混餌］   ［ラット 混餌］   ［ラット経口】  

肝細胞の壊死、変性等、問質の線  2．5mg／kgで肝細胞の組織学的  1mg／kgで肝肥大   2．2mg／kgで肝細胞肥大・副  2mg／kg／day以上で 腎の  05mg／kg雄で肝の組織学  
（♀♂）  維化等の肝障害  変化  腎皮質細胞空胞化   組織学的変化   的変化（変異肝細胞等）   

肝臓の絶対重量、脾臓の絶対及び相対重量並びに副腎  
の絶対重量の増加、副腎皮質のコレステリン様物質を  
含む貪食細胞増加及び血小板数の減少  

（♂）  

十   

（♀）  

体重増加抑制、摂餌量の減少、血清中鉄濃度の低下、  
副腎の相対重量の増加及び牌臓の繊維化  
0．1％以上で  

（♀♂）  

血清中銅濃度、アルカリフォスファターゼ活性及び口  
イシンアミノぺプチダーゼ活性の上昇、肝臓及び腎臓  
の相対重量の増加並びに肝臓の髄外造血  

（♂）  

血清中鉄濃度の低下、コリンエステラーゼ活性の上昇、卜  
リグリセリド並びに副腎の相対重量及び腎臓の絶対重  
量の増加（♀）  

アルブミン及びリン脂質の減少、A／G比の低下  
以上よリNOELは0．004％（♂：約1．8mg／kg／day，♀：約1．  
28mg／kg／day）と推定  

生殖能及び  行動への影響、免疫抑制   【マウス］  ［ラット］  ［ラット］  
後世代に及  5mg／kgで同腹児数減少  2世代生殖毒性試験において  
ぼす影響   1．8mg／kgで繁殖停止  250ppm（Pl）．25ppm（P2）で卵  

［ラット］  巣問質細胞空胞化  及び新生児の体重の低  
25mg／kgで同腹児数減少、  
生存率低下  生児体重、生存率低下  75mg／kg／dayで受胎率低  

下及び着床阻害  

催奇形性  ［ラット経口］  ［マウス】  ［ラット］  

NOEL：（親）8mg／kg／day  35mg／kgで児動物に脳癌  6mg／kgで内臓異常  
（児）4mg／kg／day  

がん原性  ［ラット混餌］  【マウス］  ［マウス及びラット］  
肝腫瘍  肝腫瘍  

［ラット］  
慢性毒性試験24ケ月日に屠殺した♀において、卵巣  腎尿細管の腺腫・腺癌  
の顆粒膜爽膜細胞腫の発生が0、0．004、0．02、0．1％の  
各投与群lこおいて、それぞれ20匹中0例、19匹中  ［ラット】  

0例、18匹中0例及び19匹中5例に認められ、ま  甲状腺濾胞細胞癌・甲状腺腺  
た0．1％投与群の死亡例においても1例の卵巣黄体腫が  
認められた  

腫（雄）  

甲状腺癌（雌）  

生休内運命  ［ラット混餌］  動物における半減期は遅  
主として糞中に排泄、代謝物の構造確認できず。  く、数カ月   雄で1．5～4日、雌において  
尿中への排泄は1％以下で主要な尿中排泄物はメチル  は4～7日。   
基の水酸化体と思われる代謝物。  

ラットにおける放射活性  
の半減期は72時間以内  

脂肪組織中濃度は血中濃度に対して♂：109～2493倍、  
♀：148～7972倍  

腎においてHCBDの活性代  

肝臓中濃度は血中濃度に対して♂：7～168倍、♀：7～  
謝物が蓄積し、腎毒性を  

467倍  
示す  

変異原性  Ames陽性   優性致死試験陰性  invitro及びjnvivo系に  
（ラット）  おいて陰性   S9存在下でAmes陽性、S  

Ames陰性  CE陽性   

その他   PCB混入食用油の摂取により、眼脂の増加、爪の変色、  
嘔吐等  

農薬事故による暴露によリ  
悪心、めまい、嘔吐等  
急性毒性試験において自発  
運動低下、運動失調、傾眠  
傾向、振戦等の神経症状  

ADl   5ルg／kg／day  1．25〟g／kg／day   RfD：0．2FLg／kg／day  2J⊥g／kg／day  MRL：0．2FLg／kg／day  
（RfD：0．41Lg／kg／day）  

ク   



特定化学物質及び監視化学物質の要件及び評価のための試験項目について  
要  件  ※（）内は法律上の規定  評価のための試験項目   

難分解性である  微生物等による化学物質の分解度試験  
（自然的作用による化学的変化を生じにくいもの）  

第一種特定化学物質  魚介類の体内における化学物質の濃縮度試験  
（生物の体内に蓄積されやすいもの）   又は  

（注）人及び高次補食勤  
1－オクタノールと水との間の分配係数測定試験  

物への長期毒性を有す  
化学物質の慢性毒性試験、生殖能及び後世代に及ぼす影響  

（継続的に摂取される場合には、人の健康を損なうおそれが あるもの）   に関する試験、催奇形性試験、変異原性試験、がん原性試 験、生体内運命に関する試験及び薬理学的試験   
かでない場合には第一   

験、生体内運命に関する試験及び薬理学的試験   

1－オクタノールと水との間の分配係数測定試験  

化学物質の慢性毒性試験、生殖能及び後世代に及ぼす影響   

種監視化学物質として  
高次捕食動物への長期毒性を有する   ほ乳類の生殖能及び後世代に及ぼす影響に関する試験並び  

、人の健康を損なうおそれが  

高次捕食動物への長期毒性を有するか不明  

（継続的に摂取される場合には、高次捕食動物の生息又は生  

第三種監視化学物質   




